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情報推進課 

6586 85

110885FAX
Ｅメール：ｐｒ＠city.
noboribetsu.hokkaido.jp

　楽しかったこと、 
悲しかったこと、市
への疑問や意見・要
望などを情報推進課
へ電話やはがき、封
書、ファクス、電子
メールでお寄せくだ
さい。なお、個人や
団体への中傷、営利
を目的としたお話は
ご遠慮ください。 

　

今
年
度
を
最
後
に
登
別
温
泉
中
学
校

が
閉
校
す
る
と
聞
き
ま
し
た
。

　

私
は
登
別
市
よ
り
も
は
る
か
に
人
口

の
少
な
い
田
舎
に
育
ち
、
母
校
も
廃
校

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
関
係
者
の
方

々
の
寂
し
さ
が
よ
く
わ
か
る
気
が
し
ま

す
。

　

初
め
て
親
か
ら
離
れ
生
活
し
た
小
学

校
、
ち
ょ
っ
と
大
人
に
な
っ
て
親
よ
り

仲
間
と
の
時
間
が
大
切
だ
っ
た
中
学
校
。

　

今
で
も
ふ
と
思
い
出
す
の
は
中
学
校

時
代
の
旧
友
た
ち
で
す
。

　

で
も
、
人
と
人
の
別
れ
に
限
ら
ず
、

す
べ
て
に
別
れ
は
来
る
も
の
で
す
。

　

在
校
生
、
卒
業
生
の
み
な
さ
ん
、
母

校
登
別
温
泉
中
学
校
に
育
ま
れ
た
誇
り

を
持
っ
て
生
き
抜
き
ま
し
ょ
う
。

　

あ
な
た
た
ち
の
存
在
そ
の
も
の
が
母

校
の
あ
っ
た
証
し
な
の
で
す
か
ら
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
一
市
民
）

　

最
近
、
市
内
の
あ
ち
こ
ち
で
不
審
者

が
出
没
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

小
学
校
低
学
年
を
狙
い
、
財
布
を
わ

ざ
と
落
と
し
た
よ
う
に
見
せ
か
け
、
拾

っ
た
子
ど
も
に
「
中
身
が
少
な
い
」
と

か
「
盗
ん
だ
」
な
ど
と
脅
し
た
り
、
車

に
無
理
や
り
乗
せ
よ
う
と
し
た
り
す
る

と
い
う
悪
質
極
ま
り
な
い
事
件
が
起
き

て
い
る
と
聞
き
ま
す
。

　

お
年
寄
り
を
狙
っ
た
事
件
も
多
い
よ

う
で
す
し
、
世
の
中
が
何
と
な
く
不
安

定
に
な
る
と
、
こ
う
い
う
不
心
得
者
が

出
て
く
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

何
か
悲
し
い
気
が
し
ま
す
。

　

先
ご
ろ
、
不
審
者
の
情
報
を
共
有
し

地
域
の
見
回
り
を
行
う
た
め
、
『
子
供

を
守
る
緊
急
地
域
連
絡
会
議
』
と
い
う

組
織
が
で
き
た
と
い
う
記
事
を
新
聞
で

読
み
ま
し
た
。

　

行
政
や
学
校
、
団
体
、
地
域
の
関
係

者
の
方
た
ち
は
、
大
変
な
ご
苦
労
が
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
や
は
り
、
地
域
に

住
み
地
域
で
育
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち

を
守
る
の
は
、
地
域
の
大
人
た
ち
の
責

任
と
い
う
心
構
え
が
大
切
で
す
よ
ね
。

　

私
た
ち
住
民
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
が

け
で
事
件
は
未
然
に
防
げ
る
と
思
い
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　

（
若
草
町　

主
婦
）

登
別
温
泉
中
学
校
の

閉
校
に
思
う

地
域
に
育
つ
子
供
た
ち
は

地
域
の
手
で
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市立図書館
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 森  下 　 香 枝   　著
もり した たか え

◇「新しい人」の方へ　　　　　 大  江  健  三 郎   　著
おお え けん ざぶ ろう

◇裁判官に気をつけろ！  　　　　 日  垣 　　
ひ がき

 隆 　著
たかし

◇アントニオ猪木の謎　　　　 加  治 　将一    　著
か じ しょういち

◇ひきこもりなんて、 したくなかった　 林 　　 尚 美   　著
はやし なお み

◇火薬と愛の星 　　　　　　　　　 　　 森 　　　健   　著
もり たけし

◇北の漁師宿　　　　　　　　　　　　　　　 川  嶋 　
かわ しま

 康  男 　著
やす お

◇患者追放　　　　　　　　　　 向  井 　承子    　著
むか い しょうこ

◇天窓のある家　　 　　　　 篠  田 　 節 子   　著
しの だ せつ こ

※図書館では、毎月購入している本の全リスト
　を差し上げています。ご利用ください。
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火～金曜日（祝日を除く）１０：００～１６：００

●電気温水器●木製学習机●ギター●ピアノ●自転車（18インチ　�）●ハーフスケ
ート（20㌢）●フィギュアスケート（23㌢）●スキー一式（23.5㌢・155㌢・
170㌢）●システムラック（50×140㌢）●ルームランナー●スタッドレスタ
イヤ（175－76Ｒ13）●スパイクタイヤ（195－14・145－70Ｒ13）●編み機
●一眼レフカメラ●電動三輪車●バイク用ヘルメット●インスタントカメラ
（ラジオ付）●ひな人形（５段）●五月人形●ライティングデスク●座卓テー
ブル●エアロバイク●ボートこぎ運動器●スチールホイール（15インチ　�６ＧＧ）
●キャビネット（75×48㌢）●アメリカンキャビネット（90×35㌢）●業務
用冷蔵庫（983㍑）●ミニパネルヒーター●木製バット●スキー板とストック
（150㌢・160㌢）●カラオケＣＤセット●洋服ロッカー（177×60㌢）●事
務用スチール机●壁掛式空気清浄機●電子オルガン●冷蔵庫（300㍑）●ソフ
ァー（２人掛け）●ベッド（パイプシングル・ダブル）●スチールロッカー
（180×90㌢）●コークス用ストーブ（小）●電気コタツ●碁盤●将棋盤●ワ
ープロ
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　９４年夏、福徳銀行神戸支店で
の事件発生から８年―。ふたり
の男と女の愛憎劇が捜査を混乱
させ、時効に導いた。日本犯罪史
上、最大の銀行強盗事件の真相
が今、明らかに。
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さだ　まさし　著
　かけがえのない人がいて、も
う会えない人もいる。さだまさ
しが５１年間の半生の中で、特に
心に残った人と出来事を 綴 った

つづ

エッセイ１１篇。

●三輪車●電動三輪車●電動ミシン●ロックミシン（３本糸）●医療棚●石う
す●津軽三味線●三味線●バッテリー充電器（12Ｖ）●琴●電子ピアノ●乳
母車（籐製）●ＣＤラジカセ●再生専用ビデオ●作業用回転椅子●ベビーカー
●カップボード●婦人用自転車（24インチ　�・26インチ　�）●エレキギター●電子オルガ
ン●ノートパソコン●パソコン●剣道防具（子供用・大人用）●足踏ミシン●
カラープリンター●碁盤（脚付き）

お申し込み・お問い合わせは
登別消費者協会（�○８５ ８３０７）

このほかに新しく入った本

情報あら


